ＧＣ研究懇談会2015年度事業報告
5月23日（土）　 ：分析化学討論会特別講演会（第336回）　　　　　　　　　（山梨大学）

セパレーションサイエンス特別講演会
　　　　　　　　　　講演テーマ「ワイン醸造における香気成分のコントロール」

6月5日（金）
：「第337回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－（薬業健保会館）
講演テーマ「GCの基礎をもう一度考える」

－あなたのデータは大丈夫？－
7月29,30,31日　 ：第21回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会　　　　(麻布大学)

9月3日(午後)
：JAIMAセミナー講習会GC基礎編(第338回)　　　　　　　（幕張メッセ）

9月4日(午後)
：JAIMAセミナー講演会SS上級編(第339回)　　　　　　　（幕張メッセ）

9月10日
：「第340回 日本分析化学会第64年会」－ 講演会－　　　　（九州大学）
講演テーマ「生活環境と臭いの深い関係」
10月13－15日
:「日中韓シンポジウム」開催支援　（海雲台グランドホテル：韓国・釜山）

12月11日
：「第341回 ガスクロマトグラフィー研究会」－特別講演会－（北とぴあ）
講演テーマ「健康で豊かな生活を支えるガスクロマトグラフィー」

2017年3月5日
：「第342回 総会と研究会」　　　　　　　　　　　　　　　（北とぴあ）

講演テーマ「ガスクロマトグラフによる硫黄化合物分析の現状」
見学会開催の方向で調整中
【特別事業計画】

・アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み、ガスクロマトグラフィー創設60周年記念事業

・国際交流（中国、韓国）

「分析化学討論会特別講演会（第336回）」

セパレーションサイエンス特別講演会

5月23日（土）山梨大学
講演テーマ「ワイン醸造における香気成分のコントロール」
（メルシャン　シャトー・メルシャン）　小林 弘憲
参加者　約40名
「第337回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－

6月5日（金）薬業健保会館

講演テーマ「GCの基礎をもう一度考える」－あなたのデータは大丈夫？－
技術講演

1．分析にマッチした最適GCキャピラリカラムの選び方

　（Restek）吉岡　浩実
2．メソッド開発をサポートするソフトウエアの紹介
（アジレント・テクノロジー（株））高桑　裕史
主題講演（基礎講座）：GCの基礎をもう一度考える 
1．パックドカラムの選び方、使い方 


　　（信和化工（株））藤村　耕治
2．試料注入法の基礎




　（（株）島津製作所）和田　豊仁
3．検出器の基礎





　　　　（西川計測（株））山上　仰
4．分離とクロマトグラムの基礎　


　　　（ジーエルサイエンス（株））安藤　晶
参加者　約80名

第21回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会
7月29（水）,30（木）,31日（金）麻布大学
基礎と応用（アプリケーション） 　

―今年のアプリケーションテーマは材料分析（RoHS指令・REACH規制）―
１日目（7月29日）－講義－
１　「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」 （東京都立大学名誉教授）保母　敏行
２　「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法」
（（株）島津製作所）和田　豊仁
３　「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」
（ジーエルサイエンス（株））安藤　晶
４　「ガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」
（麻布大学）杉田　和俊
５　「GC/MSの基礎と応用例」

　　（アジレント・テクノロジー（株））中村　貞夫
６　「マススペクトル解析の基礎」

　（（一財）日本自動車研究所）秋山　賢一
２・３日目（7月30日・7月31日）－実習－
4グループに分かれ4テーマを実施　1テーマ／半日
テーマ１：試料注入法　（注入法の選択と条件の設定）
テーマ２：分離の最適化（カラムの選択と各種条件の設定）
テーマ３：試料の前処理法（有機スズ分析のための誘導体化）
テーマ４：GC/MS（フタル酸エステル類・臭素化難燃剤分析）
参加者　22名

JAIMAセミナー講習会GC基礎編(第338回)

9月3日(午後) 幕張メッセ

「キャピラリーカラムと、その試料導入法」－やさしい基礎理論と間違いない選び方－

（ジーエルサイエンス（株））安藤　晶
ガスクロ初級講座「GC,GC/MS導入時の注意点」　　　（（一財）日本自動車研究所）秋山　賢一
「目からウロコのGC理論」－これであなたも専門家－


 （麻布大学）杉田　和俊
参加者　約150名

JAIMAセミナー講演会SS上級編(第339回)

9月4日(午後) 幕張メッセ

GC・GC/MSとそのソリューション　－現状と課題－
　（ジーエルサイエンス（株））古野　正浩

参加者　約50名

「第340回 日本分析化学会第64年会」－ 講演会－

講演テーマ「生活環境と臭いの深い関係」　

　　　（長崎国際大学）佐藤　博
9月10日九州大学
参加者　約40名

「日中韓シンポジウム」開催支援

10月13－15日海雲台グランドホテル：韓国・釜山

参加者　日本12名、韓国48名、中国42名、モンゴル3名
「第341回 ガスクロマトグラフィー研究会」－特別講演会－

12月11日（金）北とぴあ

講演テーマ「健康で豊かな生活を支えるガスクロマトグラフィー」

招待講演1
1．メタボロミクスによるがんバイオマーカー探索

　　　 　　 （神戸大医）吉田　優

2．皮膚ガスから収得できる体の情報：香りと健康　　　　  　（（有）ピコデバイス）津田　孝雄

3．コレステロールを減らすトクホ緑茶開発

―カテキンによるコレステロール低下作用とその機構―   　　（（株）伊藤園）小林　誠

4．GC/MSによる呼気分析




　　　　　（東北薬科大）藤村　務

5．ツムラのガスクロマトグラフを用いた残留農薬に対する取り組みについて

（（株）ツムラ）三枝　弘和

技術講演１

1. GC・GCMSによる代謝産物の一斉分析 ―定量に向けた情報共有―
（ジーエルサイエンス（株））宮川　浩美
2. 安定同位体と超高速GC-MS/MSを使用したヒト血漿中の代謝物の分析

（（株）島津製作所）坂井　健朗

3. 半導体センサーGCを用いた呼気中アセトアルデヒド測定による

食道がん高危険群スクリーニング 

　　　（日本写真印刷（株））花田　真理子

4．高分解能・精密質量測定 GCMS 装置のご紹介 　　 

（サーモフィッシャーサイエンティフィック（株））榎本　好宏

5．マトリックス成分から見た食品中残留物分析

（アジレント・テクノロジー（株））杉立　久仁代

6．エネルギー分野における質量分析計を用いたガス分析

（日本電子（株））小野寺　潤

参加者　約150名

「第342回 総会と研究会」

講演テーマ「ガスクロマトグラフによる硫黄化合物分析の現状」

2016年3月5日北とぴあ

主題講演
1． 固体高分子形燃料電池における水素中不純物（CO, H2Sなど）の影響
（（一財）日本自動車研究所）松田　佳之
2． ガスクロマトグラフィーを用いた硫黄系化合物の分析

（（株）エア・リキード・ラボラトリーズ）　園部　淳

3．ダイコンの含硫成分グルコシノレート組成の改変は役立つか？
（国立研究開発法人　農研機構 野菜茶業研究所）石田　正彦

技術講演

1. SCDによるガス中微量イオウ化合物の分析　    （アジレント・テクノロジー（株））関口　桂
2. センサーガスクロによる硫黄化合物の高感度分析 　　    （日本写真印刷（株））香田　弘史
3. 水素中全イオウ測定システムのご紹介　　　   （（株）ジェイ・サイエンス・ラボ）　白井　孝
4. パルスド炎光光度検出器PFPDを用いた微量硫黄化合物の検出  （金陵電機（株））猪井　淑雄

GC研究懇談会2016年度事業計画（案）

6月10日
：「第343回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－　（北とぴあ）


講演テーマ「GCの基礎をもう一度考える」

－あなたのデータは大丈夫？－

7月27～29日(予定)：第22回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会　　　　(麻布大学)

9月8日(午後)
：JAIMAセミナー講習会GC基礎編(第344回)　　　　　　　（幕張メッセ）

9月9日(午後)
：JAIMAセミナー講演会SS上級編(第345回)　　　　　　　（幕張メッセ）

9月15日
：「第346回 日本分析化学会第65年会」－ 講演会－　　　（北海道大学）

講演題目「未定」

10月頃
:「日中韓シンポジウム」開催支援　（武夷大学：中国・武夷）

12月頃
：「第347回 ガスクロマトグラフィー研究会」－特別講演会－　（未定）

講演テーマ「未定」

2016年2月頃
：「第348回 総会と研究会」　　　　　　　　　　　　　　　　（未定）

講演テーマ「未定」

【特別事業計画】

・アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み、ガスクロマトグラフィー創設60周年記念事業

・国際交流（中国、韓国）

